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　どのような学問の領域でも，分野ごとの専門化が高度に進み，それぞれの研究者が特定の分野の
仕事を進める上で個別の領域に深く沈潜し没頭すると，総合的な視野が失われ，他の分野との繋が
りが見えなくなることが起こる．また情報技術革命の結果，研究者個人に向けて続々と送信されて
くる彩しい量の新情報の萌芽や断片的情報を，研究者が拒否し排除するならば，学問の真の価値が，
intersubjective－criticizability1）の有無にあるにもかかわらず，消極的学問態度が支配し，研究意欲の
低下と閉塞感を招来することになってしまうであろう．
　20世紀に最高の発展を遂げた科学，その基盤となった『要素還元型の知』　　物理学を雛形にし
た知は，対象を研究しやすい寸法の小さな部分に分割し，それぞれの部分の形態・機能・構造を詳
しく調べることにより様々の成果を挙げてきた．しかし今，「対象を分割する度に大切な何かを失っ
ているのではないか」との深い反省がある．私達が携わっている医学の分野でも同様であろう．こ
れに対し，『複雑系の知』として，対象を細かな要素に還元することなくありのままの全体として認
識するwholismの方法論が脚光を浴び始めて来ている．　complex　adaptive　system2）の研究で優iれた業
績を挙げつつあるSanta　Fe研究所は，固定した構成の研究員をもたず短期・長期の研究会や夏冬の
学校を主体とする柔軟な組織であり，共同研究の主題も内容も既存の分野や領域にこだわらず，総
合的な研究分野の創出を理想としている．この研究方法や組織が21世紀の科学の潮流になるか否か
は未だ不明だが，何らかの新しい予感をもたらしている．新たなparadigm，　disciplinary　matrix3）が創
造される時代の只中にいることは，私の様な老学究にとっても幸福なことである．
　原点に立ち帰ると，幸いなことに私達教育に携わる者は，学問が隆路に突き当たっているかどう
か，学生達の判断からも知ることも出来る．歴史的に見ると，有為で優れた学生が集まる分野は，
一時の流行ではなく，今後発展伸長して行く分野であることが多い．さらに学生達が魅力を感じる
のは，何よりも教師や研究者の人間性や生き方である．優れた教師たらんとする者は，このことを
以て周囲の学生達に学ぶ気力を起こさせるように努めるべきことを今一度銘記しなければならない．
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註1）Kar1　R　Popperにより，“Logic　of　Scientific　Discovery”，　pp．44や‘The　Poverty　of　Historicism”，　sec．32
　　　の中で展開された，『研究主体間の批判可能性』の有無・程度により学問的真理あるいは客観性は決
　　　定されるという科学哲学の見解である．
　　2）内部に認知・判断機能を持ち，外部とのinteractiveな関係によって外界に適応する生物や社会を，
　　　複雑な存在として研究対象化し，その能力や過程等を全体的・動態的・連続的に把握しようとする
　　　方法論である．
　　3）「パラダイム』概念は，Thomas　S．　Kuhnにより，「或る領域の専門的科学者集団を支配し，その成員
　　　によって共有されている問題の立て方，解き方の総体的枠組み」の意味で，“The　Structure　of
　　　Scientific　Revolution”で使用された．「学問母型』概念は，パラダイム概念についての様々な批判に対
　　　し，同書3rd　ed．の“postscript”で，　Kuhnが反論として，パラダイム概念を再定義したものである．
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